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農
業
支
援
事
業

藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
昨
年
、
農
業
分
野
の
就
業
促
進
を

図
る
目
的
を
以
っ
て
、
県
シ
連
か
ら
農

業
支
援
事
業
の
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
遊
休
地
を
借
用
し
て
枝

豆
・
大
豆
・
黒
豆
・
さ
つ
ま
い
も
等
の

作
付
け
収
穫
と
こ
れ
ら
の
商
品
化
に
む

け
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
本
年
度

は
子
供
た
ち
に
食
農
体
験
を
継
続
実
施

す
る
こ
と
で
、
高
洲
南
幼
稚
園
の
園
児

四
十
四
名
が
、
会
員
指
導
の
も
と
田
植

え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園

と
連
携
を
と
り
、
も
ち
米
栽
培
の
田
植

え
か
ら
収
穫
ま
で
、
会
員
が
指
導
し
、
保

護
者
を
交
え
て
、
収
穫
祭
を
開
催
、
餅
つ

き
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

藤
枝
市
の
「
教
育
プ
ラ
ン
」
及
び
「
元

気
ふ
じ
え
だ
健
や
か
プ
ラ
ン
」
で
は
、
食

に
関
す
る
体
験
の
充
実
が
謳
わ
れ
て
お

り
、
子
供
た
ち
が
農
作
業
を
と
お
し
て

食
物
を
育
て
る
こ
と
を
体
験
し
、
毎
日

の
食
事
が
大
勢
の
人
達
の
努
力
に
よ
っ

て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
実
感
し
て

く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。



平成25年度の定時総会を、6月22日（土）午後1時から市生涯学習センターにおいて開催いたしました。

本年も、ご多忙中にも拘らず藤枝市長様・市議会議長様・県議会議異様のご臨席をいただいて、盛大に意義ある総会が

開かれました。

なお、本総会にご出席の北村市長様をはじめご来賓の方々には、常に本センターの事業にご理解とご支援を賜り、

会
員
の
皆
様
、
定
時
総
会
に
出

席
い
た
だ
き
、
ご
苦
労
様
で
す
。

本
日
は
、
日
ご
ろ
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
、
大
変
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
北

村
藤
枝
市
長
様
・
水
野
市
議
会
議

長
様
・
佐
野
県
議
会
議
員
棟
の
ご

臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
お

な
ど
の
改
正
や
規
制
は
あ
り
ま
す

が
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
や
皆

さ
ん
の
お
仕
事
は
特
に
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
と
役

員
・
事
務
局
職
貞
が
一
丸
と
な
っ

て
、
当
セ
ン
タ
ー
を
充
実
発
展
に

努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

会
員
の
雇
用
・
就
業
率
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
、
独
自
に
新
し
い
事
業

を
開
拓
し
な
が
ら
、
国
や
市
か
ら

助
成
の
受
け
ら
れ
る
〝
企
画
提
案

事
業
ク
な
ど
に
、
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取

り
巻
く
就
業
環
境
は
、
依
然
と
し

併せて厚く御礼申し上げます。

さて、この総会は本年度から年1回（6月）となりました。

シルバー会員数は1，056名で、総会に936名（書面表決者を含

む）が出席され、平成24年度の事業報告と収支決算の承認、平成

25年度の事業計画と収支予算の報告など、提案された議案はい

ずれも満場一致で承認されました。

なお、本年は役員の任期満了による改選が行われ、大井理事長

ほか理事・監事の選任議案も満場一致で承認されました。

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
総
会
は
、
前

年
度
ま
で
年
二
回
の
総
会
で
し
た

が
、
今
年
か
ら
年
一
回
　
（
六
月
）

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

公
益
法
人
に
な
っ
て
事
務
処
理

〔．半城．

本
年
度
の
事
業
計
画
は
、
前
年

度
か
ら
引
き
続
き
社
会
の
要
請
に

応
え
て
ク
福
祉
の
受
け
手
か
ら
社

会
の
担
い
手
″
と
な
る
シ
ル
バ
ー

の
活
動
を
目
標
に
し
て
、
事
業
の

強
化
・
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

収
支
予
算
の
総
額
は
、
四
億
五

千
五
百
六
十
三
万
七
千
円
で
す
。

新
規
の
事
業
は
、
藤
枝
市
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
農
地
の
耕
作

放
棄
地
を
活
用
し
た
　
「
健
康
・
生

き
が
い
シ
ル
バ
ー
農
業
事
業
」

と
、
買
い
物
弱
者
を
対
象
と
し
た

買
物
代
行
や
健
康
予
防
が
必
要
な

方
へ
の
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た

「
生
活
環
境
改
善
・
に
こ
に
こ
サ

て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
自
主
・
自

立
・
健
康
で
働
く
こ
と
に
生
き

が
い
と
喜
び
を
も
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
大
い
に
ご
活
躍
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
事
業
」
　
に
取
り
組
み
ま

す
。こ

う
し
た
事
業
は
、
会
員
の
皆

様
が
長
年
培
っ
て
き
た
技
能
や
知

識
を
活
か
し
て
、
地
域
社
会
に
根

ざ
し
た
活
動
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。ま

た
、
新
し
い
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
組
織
体
制
を
充
実

し
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

て
、
安
定
し
た
運
営
が
出
来
る
よ

う
に
努
力
す
る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー

全
体
を
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
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◆
会
員
の
増
強
と
就
業
機
会
の
開
拓

・
就
業
開
拓
に
は
、
役
員
や
就
業

機
会
開
拓
専
門
員
に
よ
る
民
間
企

業
・
自
営
業
者
・
自
治
会
役
員
等

へ
の
訪
問
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
P
R
と
事
業
の
受
注

に
努
め
ま
す
。

・
新
会
員
の
募
集
に
は
、
各
地
域

に
お
い
て
口
コ
ミ
で
勧
誘
を
行
な

い
、
家
事
援
助
や
介
護
予
防
・
子

育
て
支
援
な
ど
に
対
応
で
き
る
有

こ
の
総
会
に
毎
年
出
席
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
も
久
し
ぶ
り
に

お
元
気
な
皆
様
に
お
会
い
し
て
、

私
も
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

は
、
社
会
の
激
し
い
動
き
の
中
に

あ
っ
て
、
単
に
高
齢
者
の
就
業
促
進

資
格
会
員
の
入
会
促
進
、
ま
た
就

業
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

◆
安
全
就
業
と
適
正
就
労

・
会
員
の
安
全
か
つ
適
正
な
就
業

に
最
優
先
で
取
り
組
み
、
傷
害
事

故
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
の
安
全

講
習
会
の
開
催
を
、
職
群
班
ご
と

に
実
施
し
ま
す
。

◆
技
能
会
員
の
拡
大
と

技
能
向
上
の
推
進

・
就
業
す
る
業
務
に
よ
っ
て
、
資

様
の
知
識
と
経
験
に
よ
る
き
め
細

か
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
、
こ

う
し
た
事
業
に
は
市
と
し
て
も
出

来
る
限
り
の
協
力
・
支
援
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
機
会
に
、
市
政
に
つ

い
て
少
し
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

格
や
専
門
的
な
技
術
・
技
能
を
持

つ
会
員
の
需
要
が
増
え
て
お
り
、

こ
う
し
た
業
務
に
対
応
で
き
る
会

員
の
増
員
に
努
め
、
ま
た
、
技
能

を
向
上
す
る
た
め
の
各
種
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
効
率
的
な
組
織
運
営
と

財
政
基
盤
の
確
立

・
各
地
域
の
皆
様
や
企
業
な
ど
発

注
者
の
声
を
反
映
し
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
の
た
め
に

理
事
会
や
専
門
委
貞
会
の
活
動
を

活
発
に
し
て
、
社
会
の
変
化
に
対

見
や
要
望
な
ど
を
ご
提
案
く
だ
さ

ヽ
「
　
○

②
は
、
健
康
と
保
健
で
す
。
首

都
圏
な
ど
の
都
市
で
多
発
し
て
い

る
　
「
風
疹
」
　
対
策
は
、
特
に
妊
婦

の
方
が
躍
る
と
、
胎
児
の
目
・
耳
・

心
臓
に
異
常
が
出
る
可
能
性
が
多

応
し
た
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努

め
、
ま
た
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

運
営
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
徹
底

に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
地
域
社
会

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
介
護
福
祉

や
子
育
て
支
援
な
ど
、
多
く
の
市

民
の
た
め
に
大
切
な
役
割
を
担
わ

れ
て
お
り
、
皆
様
の
活
躍
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
農
地
の
耕
作
放
棄

地
対
策
や
、
日
常
生
活
に
お
け
る

買
物
弱
者
の
お
手
伝
い
な
ど
、
皆

ま
ず
、
①
は
、
国
の
政
権
交
代

や
川
勝
知
事
の
二
期
目
の
県
政
が

ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
藤
枝
市
と

し
て
も
国
・
県
の
施
策
や
社
会
経

済
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
官
民
が
一

体
と
な
っ
て
市
政
の
運
営
・
施
策
の

推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
り
よ
い
藤
枝
市
の
た

め
に
皆
様
が
日
頃
感
じ
て
い
る
ご
意

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

よ
う
な
心
配
を
無
く
す
適
時
的
確

な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
早
急
に

実
施
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を
編

成
し
て
、
七
月
一
日
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

③
は
、
藤
枝
市
の
元
気
・
活
性

化
で
す
。
大
井
川
の
新
橋
ク
は
ば

た
き
橋
″
　
の
開
通
が
遅
れ
て
い
ま

し
た
が
、
八
月
か
ら
開
通
す
る
こ

と
に
な
り
、
藤
枝
駅
か
ら
静
岡
空

港
へ
の
交
通
が
便
利
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
広
く
周
辺
地
域
へ
の
経

済
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

④
は
、
市
民
の
安
全
安
心
対
策

で
す
。
火
災
や
交
通
事
故
な
ど
は

緊
急
対
応
が
最
も
重
要
で
す
。
こ

の
消
防
・
救
急
業
務
に
つ
い
て
県
内

の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
、
藤
枝
市
と
焼

津
市
が
連
携
し
て
、
市
民
の
た
め

の
広
域
行
政
を
充
実
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
政
は
広
範
な
仕

事
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
、
シ
ル
バ
ー
会
貞
の
親
切

な
思
い
や
り
の
あ
る
活
動
が
、
こ
れ

か
ら
も
大
い
に
発
展
し
、
皆
様
が

健
康
で
毎
日
を
楽
し
く
元
気
に
過

ご
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
や
財
源

の
確
保
を
図
る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー

の
健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

◆
介
護
保
険
事
業
等
の
推
進

・
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
が
細
分
化
さ

れ
、
会
員
の
就
業
が
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
居
宅
介
護
支
援
や

訪
問
介
護
事
業
の
充
実
を
図
り
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

◆
家
事
援
助
事
業
の
推
進

・
介
護
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い

サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
利
用
者
か
ら

要
望
が
多
い
保
険
適
用
の
事
業
と

連
動
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
資
質
・

技
術
を
高
め
る
講
習
会
を
開
催
す

る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
事
業
の
利

用
拡
大
や
P
R
に
努
め
ま
す
。

◆
普
及
啓
発
活
動
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
全
会
員
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
広
報
マ
ン
に
な
っ
て
、

セ
ン
タ
ー
の
事
業
や
行
事
を
広
く

市
民
の
皆
様
に
周
知
す
る
と
共
に

セ
ン
タ
ー
の
情
報
媒
体
と
し
て
、

「
シ
ル
バ
ー
ふ
じ
え
だ
」
　
の
発
行

や
、
会
員
だ
よ
り
「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ

ト
・
藤
薫
」
を
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
魅

力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
と
な
る

社
会
貢
献
の
作
業
活
動
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
・
参
加
し
ま

す
。
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田
由
り
二
芸
等

ヨ
ン
を
大
切
に

宅
頑
張
り
ま
す
′′

1　‾　　　　　　－　　　　　　　‾　　　　　‾　‾‾　　　　　　－‾　‾　　　－　　　　　　　　　　－

五
十
一
名
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
一

言
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
十
年
シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
に
就
き
、
多
く
の
仲
間
と

大
過
な
く
頑
張
っ
て
来
た
証
し
と
し
て
、

有
難
く
お
受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

何
は
と
も
あ
れ
一
番
の
喜
び
は
、
健
康

で
仕
事
が
出
来
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
に
協
力
し
て
く
れ
た
家

族
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
も
、
同
じ

思
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
こ
の
十
年
の
ほ
と
ん
ど
を
駐

車
場
の
誘
導
・
整
理
の
仕
事
に
従
事
し

て
来
た
の
で
す
が
、
い
い
仲
間
、
い
い

メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
仲
間
や
メ

ン
バ
ー
と
時
々
一
杯
や
り
な
が
ら
、
仕

事
の
話
・
情
報
交
換
・
事
務
局
と
の
連

携
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
の
話
に
、
花

を
咲
か
せ
る
の
も
日
頃
の
生
活
の
活
力

と
な
っ
て
居
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
第
一
で
自
己
管

理
に
努
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
、
事
務
局

な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
仕
事
が
出
来
れ
ば
と

考
え
て
居
り
ま
す
。

本
日
は
栄
え
あ
る
表
彰
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4

平
成
二
十
五
年
度
定
時
総
会
　
表
彰
者

稲
葉
地
区
　
　
　
大
塚
　
康
子
様

葉
梨
地
区

広
幡
地
区

西
益
津
地
区

原
田
　
昌
宏
様

小
長
谷
永
一
様

森
谷
　
亮
治
様

山
崎
　
藤
雄
様

村
田
　
和
彦
様

澤
入
　
光
雄
様

有
賀
　
二
二
様

里
見
三
津
江
様

横
山
　
き
よ
様

山
田
　
福
次
様

花
岡
　
祥
子
様

藁
科
干
嘉
子
様

武
藤
　
兼
次
様

漆
畑
　
菊
代
様

藁
科
　
君
代
様

渡
辺
　
　
臍
様

西
益
津
地
区
　
　
種
本
　
情
幸
様

塚
本
　
房
子
様

藤
枝
東
地
区
　
　
乗
原
フ
サ
コ
様

青
島
北
地
区

鈴
木

永
田

藤
枝
西
地
区
　
　
澤
木

青
島
南
地
区

上
野

村
田

山
本

小
串

岡
本

谷
本

向
島

岩
本

高
島

大
倉

滝
沢

勇
介
様

育
子
様

早
苗
様

節
子
様

裕
司
様

恵
久
様

七
男
様

佳
男
様

英
雄
様

宏
様

圭
介
様

光
宏
様

正
江
様

康
祐
様

高
洲
地
区

大
洲
地
区

岡
部
南
地
区

勝
澤
萬
茂
留
様

遠
藤
普
代
子
様

牧
野
　
し
ず
様

鈴
木
　
豊
吉
様

小
玉
　
省
一
様

山
本
　
宗
明
様

興
山
　
徳
雄
様

三
浦
　
邦
造
様

丹
羽
　
義
雄
様

松
下
と
み
枝
様

高
木
　
治
郎
様

紅
林
　
卓
夫
様

笠
井
し
げ
子
様

平
野
　
立
夫
様

杉
山
　
安
雄
様

玉
井
　
慶
司
様

原
田
　
　
稔
様



理　事
事業推進委員会

須永　誠≡

恩
義常務理事兼事務局長　　　副理事長

事業推進委員会　　　普及啓発委員会

増田　達郎　　　　岸本　孝夫

理　事　　　　　　理　事　　　　　　理　事
事業推進委員会　　　事業推進委員会　　安全・適正就業委員会

増田久美子　　　　原田　昌宏　　　　原川　弘

監　事　　　　　　監　事　　　　　　理　事　　　　　　理　事
普及啓発委員会　　　普及啓発委員会　　　事業推進委員会　　安全・適正就業委員会

三宅　博　　　　大石　雅巳　　　　吉井　利次　　　　森谷　亮治

理　事
普及啓発委員会

大島　靖之

理　事　　　　　　理　事
事業推進委員会　　　普及啓発委員会

小柳津茂弘　　　　大谷　久子

理　事　　　　　　　理　事
普及啓発委員会　　　普及啓発委員会

向島陽太郎　　　　松土　浩之

平
成
2
5
年
6
月
2
2
日
退
任

長
期
に
わ
た
り

御
苦
労
様
で
し
た

理　事
事業推進委員会

村松　一博

杉森　　忍　　　　松井　芳朗

川添　通人　　　鶴崎美智博　　　鈴木　善一　　　飯田正次郎　　　松下　重雄　　　栗田　健吾

専
門
委
員
会

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

㈲
事
務
局

事
業
推
進
委
員
会

①
中
・
長
期
計
画
の
進
行
管
理
に
関
す

る
こ
と

②
事
業
開
拓
に
関
す
る
こ
と

③
未
就
業
会
員
に
対
す
る
就
業
相
談
に

関
す
る
こ
と

◎
小
柳
津
茂
弘

○
原
田
　
昌
宏

須
永
　
誠
三

増
田
久
美
子

村

桧

一

博

吉
井
　
利
次

（事）（事）（事）

小望村増大
桧月越田井

和孝祝達市
雄子広郎郎

普
及
啓
発
委
員
会

①
普
及
啓
発
活
動
に
関
す
る
こ
と

②
機
関
誌
の
編
集
発
行
に
関
す
る
こ
と

③
会
員
の
拡
大
に
関
す
る
こ
と
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◎
岸
本

〇
三
宅

大
島

大
谷

松
土

浩久靖　孝
之子之博夫

向
島
陽
太
郎

大
石
　
雅
巳

㈲
茂
川
美
代
子

㈲
村
桧
　
正
行

㈲
佐
久
間
　
清

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

①
就
業
上
の
事
故
分
析
と
事
故
防
止
対

策
の
樹
立
に
関
す
る
こ
と

②
そ
の
他
、
会
員
の
健
康
と
安
全
適
正

就
業
に
関
す
る
こ
と

◎
原
川
　
　
弘

○
森
谷
　
亮
治

西
脇
　
　
力

金
子
　
孝
雄

前
田
　
　
昇

㈲
村
越
　
祝
広

㈲
森
　
紀
子



平成25年度　組織図

地区長（13名）

＿埋＿阜長＿
大井　市郎

副理事長
岸本　孝夫

常務理事
増田　達郎

＿些＿日日事【

大島　靖之
大谷　久子
小柳津茂弘
須永　誠三
原川　　弘
原田　昌宏
増田久美子
松土　浩之
向島陽太郎
森谷　亮治
吉井　利次
村松　一博

＿堅…日章＿

大石　雅巳
三宅　　博

専門委員会
○事業推進
○普及啓発
○安全・適正

就業

地　区　長

班　長　会

麓　　俊彦

＿事務局長＿
増田　達郎

（H25．8．25現在）
会員数1，065名

八木　　清
村松　正行
仲田　益子
伊東　照代

村越　祝広
望月　孝子
小林　睦恵
小長井博文

茂川美代子
森　　紀子
佐久間　清
小松　和雄

班長（84名）

1勤王　麓　　俊彦　　2班　澤口　良夫

1勤王　原田　昌宏　　2班　飯塚　茂司

郎
義
算
治

一
正
亮
誠

鉛下
端
井
村

森
田
岩
北

班
班
班
班

2

4

6

8

夫
市
江
夫

邦
善
節
勝

崎
木
島
野

薮
鈴
小
池

班
班
班
班

1

3

5

7

己
郎
也

勝
二
姶

田
山
崎

太
前
薮

班
班
班

1

3

5

2班　堀池　篤志
4班　八木　元一

班
班
班

2

4

6

幸
淳
志
信

情

　

輿亀
木

本
野
優
々

種
木
南
佐

班
班
班
班

1

3

5

7

増田　恵一
橋本　幹弘
西形　貫之

介
幸
吉

勇
広
正

木
月
澤

鈴
望
小

班
班
班

2

4

6

昭
仁
慧
義

満

　

　

正

藤
島
比
　
沢

小
由
勝
深

班
班
班
班

1

3

5

7

勲
道
郎
吉
雄

弘
次
亮
邦

＼

川
口
木
中
本

野
田
八
田
岡

班
班
班
班
班

2
4
6
8
1
0

逸
彦
司
樹
雄

康
明
裕
美
安

本
山
田
林
山

岸
丸
村
小
青

班
班
班
班
班

1

3

5

7

9

1班　渡辺　昭也　　2班　磯部　好郎
3班　井上　靖彦　　4班　一藤　正義
5班　岩本　孝一　　6班　西澤　敏明

1班　加藤
3勤王　佐野

5班　阿井
7班　小林
9班　下平
11班　長崎

昭二　　2班　田中　金次
友信　　4班　夏賀　邦吉

清　　6班　松井　　博
英男　　8班　成岡久仁治
保芳　10到王　増田つぎ江
信行　12勤王　小松原敬三

1班　紅林　卓夫
3班　穂積　周作
5班　岩崎　勝美
7班　中津山幸治
9班　妻木ときゑ
11班　岡村　正孝

み
吉
志
二
津

と
書
穏
清
志

さ
本

木
次
葉
澤
藤

鈴
佐
千
小
加

班
班
班
班
班

2
4
6
8
1
0

1班　平野　立夫　　2班　槻　富美雄
3班　横井　　進　　4班　内藤　　鷹
5班　碓井　直次　　6班　森　はるえ

1班　水野　計二　　2班　金子　隆男
3班　山口　幸江　　4班　長谷川俊次
5班　牛山　　弘

1班　池田　　章　　2班　平野　利勝
3班　鈴木　善勝

ー6－



梅
雨
の
晴
れ
間
、
歓
声
を
上
げ
た

の
は
高
山
植
物
の
目
の
覚
め
る
様
な

お
花
畑
に
迎
え
ら
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

こ
れ
は
ハ
イ
キ
ン
グ
部
が
六
月
下
旬

に
長
野
県
の
「
湯
の
丸
高
原
と
池
の
平

湿
原
」
を
旅
行
し
た
時
の
こ
と
で
あ
り

咲
い
て
お
り
ま

し
た
。
金
網
で

仕
切
ら
れ
ハ
イ

カ
ー
が
直
接
触

れ
る
事
が
出
来

な
い
様
に
な
っ

て
お
り
、
大
事

㈹
鉦
に
守
ら
れ
て
お

ま
す
。
写
真
の

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

大
群
落
は
国
の

天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
、
花

の
鮮
や
か
な
色

調
は
見
る
人
全

て
を
魅
了
す
る

様
で
あ
り
ま
す
。

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
最
後
に
帰
路
の
バ

ス
に
乗
車
、
高
山
植
物
に
癒
さ
れ
、
美

し
さ
の
感
動
が
廼
り
、
「
人
生
得
を
し

た
気
持
ち
」
と
言
う
隣
席
の
人
の
言
葉

に
納
得
で
し
た
。

な
雰
囲
気
で
今
後
も
続
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
3
会
場
で
の
個
人
の
成
績
は
、

静
岡
新
聞
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
欄
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

貝
原
益
軒
の
養
生
訓
に
日
く
。

「
老
後
の
一
日
楽
し
ま
ず
し
て
空
し
く

過
ご
す
は
惜
し
む
べ
し
。
老
後
の
一
日

千
金
に
あ
た
る

ベ
し
。
」

会
員
の
皆
様

の
ご
入
会
を
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

他
方
、
池
の
平
湿
原
は
自
然
が
織
り

な
す
「
高
山
植
物
の
宝
庫
」
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
歩
く
コ
ー
ス
は
珍
し
い

多
種
多
様
な
植
物
や
花
が
私
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
最
後
は
高
山
植
物
の
女
王

コ
マ
ク
サ
の
群
生
で
し
た
。
そ
こ
は
、

さ
す
が
女
王
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
か
、

写
真
の
様
に
気
品
が
漂
っ
て
気
高
く

昨
年
5
月
、
2
3
名
の
参
加
を
得
て
再

ス
タ
ー
ト
し
た
G
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
藤
薫

会
は
、
そ
の
後
、
人
数
も
増
え
て
8
月

1
日
現
在
、
2

9
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
と
こ
ろ
女
性
の
入
会
者
が
目
立
ち
嬉

し
い
限
り
で
す
。
女
性
と
一
緒
に
プ

レ
ー
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
何
歳
に

な
っ
て
も
心
と
き
め
く
も
の
で
す
ね
。

こ
れ
こ
そ
が
健
康
長
寿
へ
の
特
効
薬
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
は
月
3
回
、
運
動
公
園
な
ど
3

会
場
で
日
程
を
調
整
し
な
が
ら
運
営
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
都
合
の
い
い
時
に

参
加
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
自
由

交
通
事
故
に

注
意
し
よ
う
‖
‥

は
徒
歩
で
と
い
う
場
合
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
通
勤
途
中
や
、
業

務
で
の
移
動
時
に
は
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
や
死

亡
は
、
単
に
自
分
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
ご
家
族
や
関
係
者
等
周
り
に
多
大

な
心
配
と
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
原
因
で
多
い
の

は
、
一
時
停
止
違
反
、
信
号
無
視
、
車

両
の
前
後
の
横
断
等
で
す
。

高
齢
に
な
れ
ば
、
当
然
、
若
い
時
と

は
違
い
、
周
囲
に
対
す
る
注
意
力
や
判

断
力
、
機
敏
な
動
作
は
減
退
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
点
を
十
分
認
識
し
て
行

動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
に
十
分
注
意
し
て
日
常
生

活
を
安
全
安
心
な
も
の
に
し
、
楽
し
く

就
労
し
た
い
も
の
で
す
。

7

藤
枝
市
内
の
交
通
事
故
件
数
の
う

ち
、
高
齢
者
（
6
5
歳
以
上
）
の
事
故
は

今
年
8
月
5
日
ま
で
に
2
4
0
件
を
超
え
、

昨
年
の
同
期
に
比
べ
て
約
5

0
件
ほ
ど
増

加
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
見
て
も

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

会
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
か
ら
就

労
場
所
へ
の
移
動
に
自
家
用
車
、
原
付

バ
イ
ク
、
自
転
車
等
を
使
用
し
、
時
に

必ず止まって
左右を確認！！



斎
藤
　
勝
代

会
員
相
談
日
の

お
知
ら
せ

藤
枝
市
シ
ニ
ア
大
学
運
動
学
部
の
健

康
体
操
は
、
毎
週
一
回
全
1
8
回
コ
ー
ス

で
、
六
十
五
歳
以
上
の
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方
が
、
開
催
会
場

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
青
島
北

公
民
館
）
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、
楽

し
く
元
気
を
つ
く
る
体
操
で
す
。
そ
れ

は
、
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
　
（
ボ
ー
ル
）
　
を
転

が
し
た
り
、
挟
ん
だ
り
座
っ
て
コ
ロ
コ

ロ
し
た
り
、
歌
を
う
た
い
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
、
日
常
生
活
を
快
適
に
送
る
為
の

筋
力
を
強
め
ま
す
。
筋
肉
や
関
節
の
柔

軟
性
を
上
げ
、
姿
勢
の
改
善
に
も
な
り

ま
す
。
歩
行
の
安
定
、
転
倒
防
止
の
為

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
向
上
さ
せ
る
事
に

よ
り
活
動
的
な
生
活
を
送
り
、
又
、
ボ
ー

ル
を
握
り
な
が
ら

指
先
の
感
覚
を
向

上
さ
せ
て
い
き
、

認
知
症
予
防
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

回
を
重
ね
る
ご
と

に
、
受
講
生
の
姿

勢
が
美
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
生

活
環
境
改
善
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

と
し
て
、
近
所
に
ス
ー
パ
ー
が
無
い
の

で
買
い
物
に
行
く
の
が
困
難
で
あ
る
、

欲
し
い
も
の
が
多
く
て
運
ぶ
の
に
困

る
、
そ
ん
な
お
悩
み
を
解
消
す
る
た
め

に
お
客
様
に
代
わ
っ
て
お
買
い
物
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
申
込
み
方
法
】

●
電
　
話
　
（
6
4
1
）
5
5
6
5

●
F
A
X
　
（
6
4
1
）
8
8
1
6

●
直
接
事
務
局
へ

【
対
応
】

●
前
日
の
お
申
込
み
で
翌
日
お
届
け
し

ま
す
。

●
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
当
日
午
前
中
ま

で
の
ご
予
約
で
、
当
日
の
夕
方
ま
で

に
は
お
届
け
し
ま
す
。

●
定
期
的
な
お
届
け
も
可
能
で
す
。

【
料
金
、
そ
の
他
】

●
商
品
お
渡
し
時
に
、
レ
シ
ー
ト
を
確

認
後
、
お
支
払
頂
き
ま
す
。

1
回
5
0
0
円
（
税
込
）
＋
商
品
代

●
そ
の
他
詳
細
は
事
務
局
へ
お
問
合
せ

下
さ
い
。

会
員
就
業
率
の
向
上
を
目
指
し
「
就

業
の
斡
旋
」
「
就
業
上
の
困
り
事
」
「
そ

の
他
要
望
」
な
ど
役
職
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

開
催
日
　
毎
月
第
3
水
曜
日

時
　
間
　
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

午
後
1
時
～
3
時
3
0
分

問
合
せ
　
（
6
4
1
）
5
5
6
5

事
務
局
　
村
越
ま
で

・　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　・　■　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　・　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

彗

会
員
親
睦
旅
行

［
シ
ル
バ
ー
に
入
会
す
る
に
は
］

こ
の
説
明
会
を
必
ず
受
け
て
か
ら
入

会
を
す
る
か
ど
う
か
判
断
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
事
務
局
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

お
申
込
み
い
た
だ
く
と
、
開
催
日
な

ど
、
あ
ら
た
め
て
説
明
会
の
ご
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

【
申
込
み
方
法
】

●
電
　
話
　
（
6
4
1
）
5
5
6
5

●
F
A
X
　
（
6
4
1
）
8
8
1
6

●
直
接
窓
口
へ

【
申
込
み
資
格
】

藤
枝
市
内
に
居
住
す
る
6
0
才
以
上
の
方

1
1
月
1
6
日
（
土
）

［
行
先
］

西
伊
豆
堂
ケ
島
・
ニ
ュ
ー
銀
水

”
青
の
洞
窟
仙
天
窓
洞
遊
覧
船

8

※
ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。

心Xか架

仰
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■

　

　

　

　

　

　

　

■

　

　

　

　

‥

　

　

　

　

■

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　■　　　　・　　■

入
会
希
望
者

今
回
の
「
シ
ル
バ
ー
ふ
じ
え
だ
」
5

0

号
は
、
担
当
メ
ン
バ
ー
が
大
幅
に
変

わ
っ
た
中
で
の
発
行
で
し
た
。

慣
れ
な
い
編
集
作
業
に
、
戸
惑
い
な

が
ら
も
一
応
の
完
成
を
み
ま
し
た
。

出
来
映
え
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入

会
を
希
望
す
る
方
の
た
め
に
、
左
記
の

と
お
り
、
毎
月
1
回
説
明
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。


